
２月５日（金）に2回めの「感染症予防についてのアンケート」をメール機能を使って実施させて

いただきました。御協力ありがとうございました。全ての項目において改善が見られました。課題で

あった上の２項目もよい傾向ではありますが、まだまだ改善の余地があることが明確になりました。

2月に入ってからの登下校や休み時間の生徒の皆さんの様子を見ている限り、運動場で遊ぶときは

元気に、室内ではしっとりと落ち着いた生活ができています。また、朝早く教室を回ると、しっかり

勉強ができていたり、スケジュールノートを丁寧に書いていたりする姿にたくさん出会います。

同級生や先輩後輩と、授業や部活動などを行う当たり前の日常をこれからもずっと維持しましょう。

また、皆で話合って勉強したり、他校の仲間と練習試合をしたり、楽しく会話をしながら食事をした

りできる日常を、一日も早く取り戻しましょう。ひとりひとりが課題を捉えて、しっとりと落ち着い

た生活の中にあともう少し「距離」と「小声」を意識して、粘り強く皆で取り組んでいきましょう。
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明らかに改善傾
向にあります。

この層の皆さんが
「だいたいできている」
と自己評価できるよう
になるといいですね。


